
 

令和 3 年度 第 1 回 中学入学試験 

社 会 
 試験開始の合図があるまで、この問題冊子

さ っ し

の中を見てはいけません。  

    注意事項
こう

 

１．問題冊子と解答用紙を回収
しゅう

するので、両方に受験番号・氏名を記入すること。 

  ２．この問題冊子は、７ページあります。また、別紙資料が１枚あります。 

  ３．問題冊子や解答用紙によごれや印刷されていないところがあったら、 

    手を挙げて試験監督
かんとく

を呼
よ

ぶこと。 

  ４．解答はすべて、解答用紙へ記入すること。 

   

 

 

 

和洋九段女子中学校 

 

 

 

受験 
番号 

氏名 
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１ 次のＡ～Ｃを読んで、あとの問いに答えなさい。 

 

 Ａ 私
わたし

は、越前
えちぜんの

守
かみ

で歌人の藤原為
ため

時
とき

のむすめとして生まれました。父からは小さなこ

ろから才能があり、「この子が男の子だったら、立派な学者になるのに…」と言われ

ました。大きくなると、一条天皇のきさきであった①彰子に家庭教師として仕えま

した。また、全 54巻からなる物語も書きました。 

 

 問１ 文中の私の名と作品の説明の組み合わせとして正しいものを、次のア～エから

一つ選び、記号で答えなさい。 

  【私の名】 

    a 清少納言          ｂ 紫式部 

  【作品の説明】 

    あ 藤原氏全
ぜん

盛
せい

の貴族社会を、光源氏を主人公として書いた。 

    い 「春は」「山は」などの四季や自然を題材とした作品を書いた。 

   

   ア．a - あ  イ．a - い  ウ．b - あ  エ．b - い 

 

問２ 文中の下線部①の父の名を漢字で答えなさい。 

 

問３ Ａの時代の建物の造り方を次のア～エから一つ選び、記号で答えなさい。 

  ア．寝殿造  イ．書院造  ウ．校倉
あぜくら

造  エ．武家造 

 

 

 Ｂ 私は②８代将軍の妻として、夫を経
けい

済
ざい

面で支えていました。しかし、夫の弟が次

の将軍の座
ざ

をねらっているのを見て、息子を将軍の座にするべく守護大名に援
えん

助
じょ

を

願い出ました。これがきっかけとなり、将軍のあとつぎ争いに守護大名同士の勢力

争いも加わり、③11 年間にもおよぶ京都を中心とした戦いになってしまいました。    

 この結果、幕府は力を失い、戦国時代へと突
とつ

入
にゅう

してしまいました。 

 

 問４ 文中の下線部②の人物の名を漢字で答えなさい。 

  

問５ 文中の下線部③の戦いを答えなさい。 
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問６ Ｂの時代の説明としてふさわしいものを、次のア～ウから一つ選び、記号で答

えなさい。 

ア．平氏が藤原氏にかわって政治を行うようになった。 

イ．有力な武将たちは将軍に仕えるために京都で生活するようになった。 

ウ．武家諸法度という決まりを定め、全国の大名を取りしまった。 

 

 

 Ｃ 私は 1878年に堺市の商人の家に生まれました。堺女学校卒業の後、詩や短歌を雑
ざっ

誌
し

に投
とう

稿
こう

。その後、上京し『みだれ髪』を出版しました。私は、３つの時代を生きぬ

きながら、時には④「君死にたまふことなかれ」という反戦詩を『明星』に発表し

ました。しかし、日本は徐々
じょじょ

に大きな戦争に加わることになり、私の死んだ 1942年

には⑤アメリカとも戦争をはじめていました。 

 

 問７ 文中の私の名を漢字で答えなさい。 

 

問８ 文中の下線部④を発表したときの戦争として正しいものを、次のア～エから一

つ選び、記号で答えなさい。 

  ア．日清戦争  イ．日露戦争  ウ．第一次世界大戦  エ．第二次世界大戦 

 

問９ 文中の下線部⑤の戦争の説明であるア～エを時代の古い順にならべかえ、記号

で答えなさい。 

   ア．アメリカ軍が沖縄本土に上陸した。 

  イ．長崎に原子爆弾が落とされた。 

ウ．東京大空襲が行われた。 

エ．広島に原子爆弾が落とされた。 
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２ 次の文を読み、あとの問いに答えなさい。 

 

  日本の外国人の受け入れ数は世界第４位（2016年 経済協力開発機構）です。です

から、日本には外国人や外国にルーツ（つながり）を持つ人がたくさん住んでいます。

このような人たちと仲良く共に暮
く

らすことが、これからの日本には求められています。

これを多文化共生といいます。そこで、多文化共生を目指したまちづくりをしている

日本の地方自治体の取り組みを見ていきましょう。まず、①神奈川県横浜市鶴見
つ る み

区で

は、平成 20年に「鶴見区多文化共生のまちづくり宣
せん

言
げん

」を出し、鶴見国際交流ラウン

ジをつくり多言語対応をしています。②静岡県浜松市では、令和２年「第２次浜松市

多文化共生都市ビジョン」を決め、外国人市民がまちづくりに積極的に参加できるよ

うな取り組みを行っています。③群馬県太田市では、「太田市国際交流協会」を通して

ボランティアを募
つの

り、外国人向けの日本語教室を開
かい

催
さい

しています。このように、日本

の地方自治体がそれぞれの地
ち

域
いき

に合わせた取り組みを行い、④外国人が住みやすい多

文化共生のまちづくりに挑
ちょう

戦
せん

しています。 

 

問１ 下線部①～③の都市のある県の形としてふさわしいものを、次のア～エからそれ

ぞれ選び、記号で答えなさい。（注：縮 尺
しゅくしゃく

は一定ではありません。） 

  ア．       イ．       ウ．       エ．        

 

 

 

 

問２ 次のグラフは「在留外国人数の推
すい

移
い

（国籍
こくせき

・地域別、上位６か国）」です。これを

見て次のⅠ～Ⅲの問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：法務省 令和元年末現在における在留外国人数について） 

 

（年） 

（人） 
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 Ⅰ このグラフの国の中には１か国だけ南半球にある国があります。その国名を答え

なさい。 

 

 Ⅱ 次の世界地図のあ～きのうち、左ページのグラフの 2019年の上位４か国の順番と

してふさわしいものを、次のア～カから一つ選び、記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ア. １位：あ →２位：か →３位：お →４位：き 

  イ. １位：あ →２位：お →３位：う →４位：き 

  ウ. １位：あ →２位：か →３位：う →４位：え 

  エ. １位：い →２位：か →３位：う →４位：き 

  オ. １位：い →２位：か →３位：あ →４位：え 

  カ. １位：い →２位：お →３位：う →４位：え 

 

 Ⅲ グラフから読み取ることができる内容としてあやまっているものを、次のア～エ

から一つ選び、記号で答えなさい。 

  ア. 韓国は減少傾向
けいこう

になっている。 

  イ. 中国は 2016年に約 70万人に達した。 

  ウ. ベトナムは 2018年にブラジルをぬいた。 

  エ. ネパールはゆるやかだが、増加傾向にある。 

 

問３ 下線部④について、あなたが多文化共生のまちづくりをするのであれば、どのよ

うなまちづくりをしますか。あなたの考えを書きなさい。 

あ 

い 

う え 

お 

か 

き 
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３ 次の日本国憲法の各条文を読み、あとの問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

問１ 条文中の空らん １ ～ ３ にあてはまる語句の組み合わせとして正しいも

のを、次のア～エから一つ選び、記号で答えなさい。 

  ア.   １  ‐象徴    ２ ‐安全    ３ ‐戦力 

  イ.   １ ‐代表    ２  ‐正義    ３  ‐戦力  

  ウ.   １ ‐代表    ２  ‐安全    ３  ‐戦争  

    エ.   １ ‐象徴    ２  ‐正義    ３  ‐戦争  

 

問２ 条文中の空らん ４ ～ ６ にあてはまる語句の組み合わせとして正しいも

のを、次のア～エから一つ選び、記号で答えなさい。 

ア.  ４ ‐立法    ５ ‐司法    ６ ‐行政 

イ.  ４ ‐立法    ５ ‐行政    ６ ‐司法 

ウ.  ４ ‐行政    ５ ‐司法    ６ ‐立法 

エ.  ４ ‐行政    ５ ‐立法    ６ ‐司法 

 

 

 

 

第１条 

ａ天皇は、日本国の １ であり日本国民統合の  １  であつて、この地位は、主権

の存する日本国民の総意に基く。 

ｂ第９条 

①日本国民は、 ２ と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる 

 ３ と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久

にこれを放棄する。（第２項略） 

第 11条 

国民は、すべてのｃ基本的人権の享有を妨げられない。この憲法が国民に保障する基

本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、現在及び将来の国民に与へられ

る。 

第 41条 

ｄ国会は、国権の最高機関であつて、国の唯一の ４ 機関である。 

第 65条 

 ５ 権は、e内閣に属する。 

第 76条 

①すべて ６ 権は、f最高裁判所及び法律の定めるところにより設置する下級裁判

所に属する。（第２・３項略） 
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問３ 下線部ａについて、天皇の国事行為（憲法で定められた仕事）としてあやまって

いるものを次のア～オから一つ選び、記号で答えなさい。 

  ア．最高裁判所裁判官を任命する    イ．内閣総理大臣を任命する 

  ウ．国会を召 集
しょうしゅう

する          エ．衆議院を解散する 

  オ．外国の大使などに会う 

 

問４ 下線部ｂについて、憲法第９条と憲法前文にしめされている日本国憲法の三大原

則の一つを答えなさい。 

 

 

問５ 下線部ｃについて、国民の権
けん

利
り

としてあやまっているものを次のア～オから選び、

記号で答えなさい。なお、すべて正しい場合は「カ」と答えなさい。 

  ア．政治に参加する権利     イ．居住・移転、職業を選ぶ自由 

  ウ．教育を受ける権利      エ．言論・出版の自由 

  オ．裁判を受ける権利 

 

問６ 下線部ｄ～fについて、次のⅠ～Ⅲの各文を読み、正しいものは「○」 、あやま

っているものは「×」とそれぞれ答えなさい。 

  Ⅰ 国会は参議院と衆議院の二院制で、参議院のほうが衆議院よりも議員数が少な

い。 

  Ⅱ 内閣の長は内閣総理大臣で、国会において指名された人が就任
しゅうにん

するため、必ず

しも国会議員でなくてもよい。 

  Ⅲ 満 16歳以上の国民は最高裁判所の長官を審
しん

査
さ

することができる。 
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４ 別紙の新聞記事を読み、あとの問いに答えなさい。 

 

問１ 記事中の    にあてはまる語句を漢字４字で答えなさい。 

 

問２ 別紙の記事を読んで、この中で書かれている内容で何に関心がありますか。その

関心のある記事をぬきだし、その理由もあわせて書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 

（読売新聞 朝刊 17面 令和２年７月 31日 一部改変） 



３ 

         令和３年度 第１回 入学試験 社会解答用紙 和洋九段女子中学校 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      受験番号 
    

氏名 
 

問

１ 

 
問

２ 

 
問

３ 

 

問

４ 

 
問

５ 

 
問

６ 

 

問

７ 

 
問

８ 

 
問

９ 
 古      →       →       →       新 

問

１ 

① ② ③ 
問

２ 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

問

３ 
 

問

１ 

 
問

２ 

 
問

３ 

 
問

４ 

 

問

５ 

 
問

６ 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

問

１ 

 問

２ 
関心のある部分 

問

２ 

選んだ理由 

 

 

と
じ
し
ろ
（
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。） 

２ 

４ 

１ 


